
LII万万早早言言言言
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SII}(前編) ミャンマーの貧困緩和のために

　今月号と次号でこのコーナーを担当する内山文

香です。私は，助産師として病院や保健所，助産

院で働いた後，ミャンマーに赴任し，地域保健に

関連した仕事をしています。今回は，毎日の授業

や実習で忙しい皆さんに，ちょっとした息抜きと

なる話題提供ガヤ｀さればうれしいです。

4⑥“i際協力”の仕事とは

　皆さんは，“国際協力”の仕事についてどんなイ

メージをもっていますか？　国際協力というと，

一般的には紛争や災害後の緊急支援という印象が

強いかもしれません。私もこの仕事に就いたきっ

かけは，あるテレビ番組で「国境なき医師団」力ヽ

ら派遣された日本人産婦人科医が紛争地で働く様

子を見たことでした。こうした緊急支援は世界中

で行われています｡たとえばミャンマーでは,2〔〕0日

年に大型のサイクロンが発生し，死者・行方不明

者合わせて13万人以上の大災害となりました｡そ

の際，私が所属するＡＭＯＡも約８千人の被災者

に対して医療活動を実施しました。このような支

援は国際協力のなかでも緊急に支援を必要とする
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“急性期"の仕事です。

　一方でよ腰性期"に対する国際協力もあります。

たとえば，貧困，紛争後の治安維持，失業，道路

や病院の未整備など，短期では解決できない慢性

的な課題を抱える地域もあります。私はこうした

慢性的な問題を解決するため，特に健康にかかわ

る部分に関して活動しています。現地の保健行政

とともに，２年から10年の中長期計画に従って，

そこで暮らす人々がどうしたら貧困のスパイラル

から抜け出し，より健康な生活を送ることがで古

るかを考え，実行していくのが私の仕事です。

｡參“貧困"という良のスパイラル

　ミャンマーの中部乾燥地帯では，ごまやたばこ

などの乾燥に強い作物は育つものの，主食となる

米のように雨季が必要な作物はなかなか育ちませ

干上がった耕作地。年４

間降水量は500mm前

後のため稲作は困難。

ｷｰ乾季における中部乾燥

　地帯の典型的な様子。
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ナースたち

白と赤の制服を着た，地域保健を担う助産師さんたち。

ん。そのため，小規模でやせた土地しかもだない

零細農民の収入は不安定で，１日２食を食べてい

くのがやっとの状態です。ミャンマーでは，この

ような人々が‘人□の半数を占めています。

　さらに彼らには，安全な水を飲む，子どもに教

育を受けさせるなどの，先進国の人間が‘一般的に

享受できるサービスを受けることが困難であった

り，サービス自体がなかったりするのです。

　その結果，過労で体調を崩す，畑仕事でけがを

し，高額な医療費を支払うために資産を売る，男

女問わす道路や橋の建設の出稼ぎに行き大けがを

して働けなくなる，といった危険と向かい合わせ

の生活を送ることを余儀なくされています。

j昏病院での経験を活かして

　私たちＡＭＯＡは,ミャンマーの貧困を緩和し，

そこで暮らす人々の健康に貢猷すべく日々活動し

ています。ミャンマー中央部のメティラ郡では，

profile

　　　　　４人目のナース

AMDA社会開発機構業務調整員

　　　　　　　　うちやまふみか
　　　　　　　　内山文香

2004年から約４年間,助産師として国内の病院や診療所,助産院に勤務。

2008年より特定非営利活動法人ＡＭＤＡ社会開発機構に入職。業務調整
員として国内業務に携わった後，2009年８月ミャンマーヘ赴任，現在は

中央乾燥地帯における２つの保健関連事業を運営している。

人に小額のお金を融資し農業や畜産などに投資し

てもらい，収入を増やして返済してもらう事業）

を行い，パコク郡では，地域の医療従事者と協力

して保健所建設や保健教育などを行っています。

　そのなかで私は，“業務調整員”として，これら

の事業が‘円滑に行われるよう，職員や関係者とと

もに，日程調整や予算管理，進捗管理，事業評価

などを行っています。この仕事は，助産師とは全

く異なりますが，実は病院での経験が役に立つこ

とも多＜あるのです。たとえば，お産が正常に進

んでいるかを確認することは「進捗管理」に，産

後の母子のケアや健診は「事業評価」にと，助産

師の経験を活かすことができます。経験というも

のは何かしら活かすことができるのです。

　　　　　　　　　　　●

　次号は業務調整員の具体的な仕事内容と，その

なかで起こるさまざまな出来事について，いくつ

かのエピソードを交えながらお話しますね。
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世界中の健康を願って

　皆さんこんにちは。前回は，私が携わる国際協

力の仕事，ミャンマーでの活動についてお話しま

した。後編となる今回は，ミャンマーで経験した

出来事，そして日本での国際協力についてお伝え

したいと思います。

j訟貧困が生んだ“生活を守るための術”

　私たちが事業を行うミャンマーの村で，最近こ

んなことかありました。村人が援助団体から物を

少しでも多くもらおうと，村の様子を実際より少

し貧しくＡＭＤＡの職員に説明していました。さ

らに,「うちの村は本当に大変なんです……井戸で

も保健所でも図書館でも，とにかく作ってくださ

い目とお願いされたこともありました。

　こういった場面に出くわすと，私は祖母を思い

出します。祖母は確定申告に行くとき，ちょっと

古い洋服を着て，お金があると思われないように

変装（？）していたことがあったとかなかったと

か……。こういった行動が決してよいとはいえま

せんが，誰しも生活がかかっていると必死になる

気持ち，私もわかるなあと思います。

　　　　　　　　　　　　　　すがなみ　しげる

コーディネーター　菅波　茂

。1り46年広島県生まれ。医師･博士(公衆衛

生学)。1984年ＡＭＤＡ(特定非営利活動法

レ人アムダ)を設立｡アジアを中心とする医師

にのネットワークを活用して医療チームを編
‥成し，これまでに難民や災害被災者への救　i

:援活動を50か国,120件実施｡「日本の看護　１

師は世界中どこに出しても恥ずかしくな　ｌ

い」が持論｡医療法人アスカ国際クリニック　ｌ

で診療を続ける傍ら，ＡＭＤＡ代表を務める。ｌ
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｡雁討入が自立するための支援を

　事業を実施する際は,申請書の妥当性に応じて，

外務省や助成団体から資金を提供してもらいま

す。しかし，予算や人材確保などさまざまな制約

があり，すべてを一度に改善することはできませ

ん。“できる・できない”をはっきりさせ,村人自

身の手でより多くの村の問題が解決できるよう，

公平に資金を使えるよう配慮するのですが，そう

簡単に進まないことがあります。

　たとえば，村人は「公衆トイレを作ってくださ

い」と言いますが，トイレを使い慣れていない場

合，狭い小屋で排泄するよりも茂みのほうがよい

と感じる人もいます。その結果，結局使われず無

駄になってしまうのです。そういった問題を解決

に導くのが私たち業務調整員の仕事です。

　看護師は患者さんが自分で生活をコントロール

できるよう一人ひとりに合った対応をしていきま

す。そう考えると，私たち業務調整員の仕事も看

「いい布があるよ！」と，自店の商品を売り込みに来る村人。
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ナースたち

“健康な村"を目指して意４

見を出し合う村人たち。
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中央乾燥地帯における２つの保健関連事業を運営している。

4-「村の保健センターを利

　用していますか？」と、

　村人にｲ､ンタビューする

　筆者。

護師の仕事と似ているように思います。患者さん

が入院し続けることを望む看護師がいないよう

に，村人にすっと自分たちの援助をあてにし続け

て欲しいＮＧＯ職員はいません。その村に最も適

した解決策を一緒に見つけ，村人自身の力で健康

的な生活を継続していけるよう，私たちは村人と

ともに悩み，何度も相談をしながら，よりよい解

決策を求めて日々の仕事に取り組んでいます。

j脹世界にかかわることは誰にでもて･きる

　ミャンマーでの話が続きましたが，海外に行か

なくとも，日本で国際協力にかかわることもでき

ます。たとえば，日本の株式会社であるフェリシ

モはメティラ郡でＡＭＯＡと協力して活動してい

ます。フェリシモの商品を購入したお客さんが支

払ったお金の一部がＡＭＤＡをとおしでミャン

マーで使われているのです。

　この例以外にも，日本に住む外国人への医療支

援，看護介護職への外国人労働者受け入れの問題

など，日本国内においても看護職が国際協力にか

かわることはできます。皆さんも興味があればぜ

ひ活動をしてみてくださいね。

　　　　　　　　　　　●

　最後に，私の限られた経験をとおして今最も強

く感じてい呑ことをお伝えしたいと思います。

　日本でもミャンマーでも，紛争があってもなく

ても，親しい人だちと一緒に時々おいしいものを

食べて，平和に暮らすことが，きっと人間の基本

的欲求なのだろうと思います。

　皆さんも看護学生や看護師として，今後出会う

人たちにポジティブな影響を与え，皆さん自身が

楽しく平和に暮らしてください。そういった一人

ひとりの幸福が，巡り巡って日本も含めた世界の

人々の健康向上につながっていってほしいと，私

はミャンマーから願っています。　　　（おわり）

健康な村について考える「住民ワークショップ」を見に来た子ど

もたち。
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